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は
、
こ
こ
に
、
佐
佐
木
信

の
選

の
説
と
か
、

の

て
、
森
本
治
吉
氏
や
土
居
光
知
先
生
の
説
が
あ
る
。
と
く
に
、
昨
年
六
月
四
日

私
注
の
説
な
ど
を
掲
げ
、
と
き
に
は
「
従
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
い
っ
た
こ
と

朝
日
新
聞

本
祉
の
講
堂
で
、

「
比
較
文

に
見
た
上
代

! 

と
い
う

ば
を
添
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
鑑
賞
的
な
こ
と
は
、
然
る
べ
き
人
の

l乙

題
の
土
居
光
知
先
生
の
寝
表
を
、
浬
潟
先
生
も
聞
い
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
と
き

ま
っ
と
し
て
、
本
書
で
は
、
そ
の
基
礎
と
な
る
べ
き
、
語
句
の

な

か

巻
十
の

の
稿
は
す
で
に
で
き
上
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
伺
か
付
け
加
え
ら

ら
歌
意
の
基
調
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

に
嘗
た

れ
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
た
の
で
あ
る
。

っ
て
、
ど
の
語
句
を
採
り
あ
げ
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

て
い

き
て
、
聞
い
て
み
る
と
、
「
右
に
述
べ
た
や
う
に
天
武
九
年
の
作
と
考
へ
ら
れ

く
か
と
い
う
こ
と
は
、
け
っ
き
よ
く
歌
と
し
て
ど
う

の

に
つ
な
が

る
。
」
と
一
行
で
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

本
文
で
は
「
人
麻
自
が
十
五
、
六
歳

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
ま
こ
と
に
簡
潔
に
示
さ
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

前
後
の
作
で
、
彼
の

の
一
つ
と
見
る
べ
き
も
の
で
、
意
を

さ
な
い
と

ニロ
コ
一
一
の
天
漢
の
作
「
彦
星
の
心
と
も
見
ら
れ
る
が
、
織
女
の
心
と
見
る
べ
き
で

こ
ろ
も
さ
う
し
た
弱
年
の
せ
ゐ
と
も
見
ら
れ
、
ま
た
、
麻
呂
も
待
た
な
く
は
、

あ
ら
う
」
と
あ
る
。

こ
れ
を
島
木
赤
彦
の
「
高
葉
集
の

賞
と
其
批
評
」
あ
た

そ
の
少
年
の
は
や
る
心
が
お
の
づ
か
ら
示
さ
れ
た
も
の
で
、

み
づ
か
ら
を
彦
星

り
の
言
説
と
比
較
し
て
考
察
す
る
の
も
よ
い
と
思
う
が
、
す
で
に
紙
面
も
残
り

し
た
作
と
も
云
へ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
が
、
ど
う
で
あ
ら
う
か
。
」

少
な
に
な
っ
た
の
で
、
今
は

略
す
る
。

(
二
五
七
ペ
ー
ジ
)
と
あ
り
、
と
く
に
結
び
は
、

L 、

で
あ
る
。
賓
に

む
ず
か
し
い

で
、
今
の
と
こ
ろ
こ
う
い
う
よ
り
ほ
か
な
い
の
で
は
な
い
か

こ
と
し
二
月
の
は
じ
め
、
本

の
刊
行
を
見
て
、

い
ち
ば
ん
は
じ
め
に
ぺ
l

と
思
わ
れ
る
。
森
本
治
吉
氏
あ
た
り
か
ら
は
、
物
足
り
な
い
感
じ
が
す
る
と
不

ジ
を
開
い
た
と
こ
ろ
は
、
二
五
七
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
七
夕
の
歌
の

満
も
で
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

こ
こ
に
、
浬
潟
先
生
の
本
領
が
象
徴
さ
れ
て
い

V

つ伊り、

作
之
」
を
ど
う
な
さ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

昨
年
の
松
江
に
お
け
る

で
、
だ
い
た
い
の
こ
と
は
推
測
は
し
て
い
た

巻
第
十
は
、
ピ
ア
ソ
ン
の

、
〉
ご
内
、
み
」
血
マ
晶
、
‘
.、A
、

V
V
4
u
N
+
t
守、

pv

ま
さ
に
、

の
半
ば

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
に
と
っ
て
、

こ
の

心
は
、
結

エ
ベ
乙

J
l
i
 

た
え
ら
れ
た
乙
と
に
な
り
、
ま
こ
と
に
よ
ろ
乙
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
歌
敷

せ
よ
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は

は
、
長
短
歌
、
旋
頭
歌
合
わ
せ
て
五
百
三
十
九
首
で
、

の
十
分
の

巻
十
を
は
じ
め
七
夕
の
歌
の
も
と
に
な
っ
た
七
夕
樽
説
の
樽
承
の
時
期
に
つ
い

一
以
上
を
占
め
、
優
に
二
巻
分
の
数
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ピ
ア
ソ
ン
の

書

評

六一二



評

六
回

巻
十
が
五
百
三
十
ペ
ー
ジ
に
達
し
て
い
る
の
に
封
し
、

や
や
少
い
が
、

五
百
十

て
い
る
。
な
ん
と
な
く
、
歌
の
こ
と
ば
の
調
べ
と
相
慮
し
た

の
ひ
び
き
を

一
一
ペ
ー
ジ
で
は
大
冊
で
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
の
貼
で
、
特
色
の
あ
る
巻
と
い
う
こ

感
ず
る
の
で
あ
る
。
衆
知
の
資
料
で
は
あ
る
が
、

こ
の
巻
あ
た
り
に
入
れ
て
も

と
が
で
き
よ
う
。

ら
っ
た
ら
と
思
う
し
ピ
い
で
あ
る
。

先
生
の
高
葉

は

で
行
わ
れ
て
い
る
と
共
に
、
ま
た
、
足
を
以
て
踏

は
じ
め
に
も
述
べ
た
、
瓜
生
山
の
お
宅
へ
伺
っ
た
と
き
、
菌
葉

の
研
究
と

み
か
た
め
て
お
ら
れ
る
。
そ
ん
な
貼
で
は
、
三
一
三
一
の
愛
脅
閣
の
と
こ
ろ
に
は
、

は
、
ど
ん
な
こ
と
か
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
は
、
し
ば
ら
く
お
考
え
に
な

「
先
年
三
月
の
末
に
こ
こ
を
越
え
た
時
に
も

が
積
つ
て
ゐ
て
、

こ
の
歌
を
思

た
あ
と
、

「
高
葉
の
作
者
が
詠
ん
だ
と
お
り
に
謹
む
こ
と
で
あ
る
。
古
合
和
歌

び
出
し
た

で
あ
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
大
和
そ
の
他
の
地
理
に

六
帖
と
か
、

古
い

の

み
方
は
み
な
誤
り
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
も
と
に

つ
い
て
の
解
説
は
、
心
に
く
、
々
さ
ま
で
簡
に
し
て
要
を
得
て
い
る
。
先
生
が
ど
ん

か
え
す
こ
と
で
あ
る
。
」
と
い
う
ふ
う
に
教
え
て
下
さ
っ
た
。

幼
稚
な
私
は
、

な
に
短

こ
う
か
と
苦
心
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
た
だ
よ
け

嘗
時
そ
の
意
味
が
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
と
こ
ろ
が
、
本
書

い
な
こ
と
で
あ
る
が
、

一
九
完
の
「
春
さ
れ
ば
す
が
る
那
須
野
」
の
傑
に
、
那
須

の
一
二
八
ペ
ー
ジ
に
、
「
春
雨
に
衣
は
い
た
く
」
の
一
九
一
七
の
歌
の
諸
訓
が
九
種

園
造
碑
の
あ
る
こ
と
な
ど
、
付
け
加
え
て
頂
け
る
と
、
防
人
の
歌
の
左
注
に
、

ほ
ど
列
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
紀
州
本
に
至
つ
て
は
じ
め
て
正
し
く
訓
ま

那
須
郡
の
見
え
る
な
ど
と
共
に
親
し
み
を
増
し
た
の
で
は
な
い
か
と
巴
考
し

れ
た
の
で
、
そ
れ
迄
に
ず
ゐ
ぶ
ん

っ
た
訓
み
方
が
さ
れ
て
ゐ
る
云
々
」
と
説

た。

か
れ
て
い
る
。

こ
の
歌
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
む
か
し
教
え
て
下
さ
つ

も
う
一
つ
、
ニ
ニ
七
八
の
「
吾
が
苑
の
韓
藍
の
花
」
の
と
こ
ろ
へ
、

E
倉
院

た
こ
と
の
具
瞳
例
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
あ
り
が
た
い
と
思
っ
た
。

の

書
「
・
・
・
・
韓
藍
乃
花
」
の

蹟
を
入
れ
て
下
さ
る
と
、
た
だ
に
、
韓
藍
の

九
昭
和
一
二
十
七
年
一
月
一
二
十
日
、
中
央
公
叫
費
行
。

J

F

菊
判
五
一
二
ペ
ー
ジ
、
口
一
、
定
慎
一
五

O
O
圏、

花
の
説
明
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
高
葉
集
の
歌
の
書
き
振
り
を
も
想
見
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
元
暦
本
に
し
て
も
、
天
治
本
に

し
で
も
、
ど
う
も
平
安
時
代
の
書
風
で
あ
る
。
古
今
・
後

の
歌
集
を

く

で
一
品
葉

を
見
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
な
ん
と
な
く
調
べ
に
食
い
ち
が
い
が

あ
る
。
と
こ
ろ
が
正
倉
院
文
書
の
書
瞳
は
、
そ
れ
ら
と
ち
が
っ
た
も
の
を
も
っ
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高

葉

一

岬

観

敬

紳

教

育

柿

本

人

麿

家

事

研

究

作

ぞ

通

し

て

見

た

る

人

麿

や

ま

と

O
奈

良

朝

人

の

擬

撃

語

奈

良

文

化

4

0
菌

葉

集

の

肥

人

に

つ

い

て

同

5

0
書
謡
閑
語
i
信

友

書

入

の

寓

葉

同

8

菌
葉
の
園
「
都
久
志
」
!
郷
土
文
撃
の
尊
重
|

福
岡
日
々
新
聞

O
新

撰

寓

葉

徴

に

つ

い

て

ア

ラ

、

ギ

海

の

哀

話

福

岡

日

々

新

聞

(

育

需

集

所

牧

)

O
撰
集
に
採
ら
れ
た
高
葉
集
の
歌
奈
良
文
化
叩

集
種
信
本
l

奈
良
文
化
日

福
岡
日
々
新
聞
(
青
需
集
所
牧
)

同
語
圏
文
の
研
究
ロ
・
日

奈

良

文

化

ロ

福
岡
日
々
新
聞

奈
良
文
化
日

日
政

士

鐘
の
岬
を
訪
ね
て

O
古
今
集
制
修
と
高
葉
集
の
歌

O
認
字
の
和
訓
に
つ
い
て
の
疑
問

歳
次
聯
想
一
良
と
旅
人
l

O
方
言
二
一

高
葉
人
の
歌
へ
る
北
九
州

春
日
政
治
博
士

大
正
七
年
三
月

九
・
五

九
・
十
一

十
・
二

十
二
・
二

葉

文

青
柳
種
信
の
事
ど
も

前
向
葉
人
の
歌
へ
る
北
九
州

〈
育
需
集
所
牧
)

十
二
・
七

十
二
・
八

十
一
二
・
一
二

十
一
二
・
六

十
四
・
冗

イ
五
・
問

同同奈
良
文
化
問

の

筑

紫

歌

〈

放

送

〉

(

育

問

青
柳
種
信
の
「
島
門
」
の
考
か
ら
能
古

。
持
葉
集
の
訓
義
と
古
経
巻
の
施
貼
高
葉
副
学
論
纂

九

州

と

文

庫

ナ

九

大

岡

文

筆

2
(青
霜
集
所
牧
)

O
歳

次

聯

鶴

壬

申

の

年

の

歌

|

九

州

日

報

A
金
光
明
最
勝
王
経
註
揮
の
古
黙
に
つ
い
て
文
聞
学
研
究
1

古

代

の

歌

と

九

州

短

歌

講

座

日

古

訓

漫

談

文

感

研

究

2
(岡
語
叢
考
所
牧
)

A
成

賞

論

天

長

貼

績

割

引

倒

語

国

文

一

二

ノ

一

上
代
日
本
文
ヘ
国
語
叢
〆

上

代

文

轄

の

研

究

曲

学

講

座

一

一

一

(

考

所

牧

)

A
高
野
山
に
て
観
た
る
古
貼
本
二
一
文
墜
研
究

7

首

内

葉

考

を

め

ャ

っ

て

九

大

岡

文

曲

学

曾

々

誌

9

高

葉

考

ぞ

め

ャ

っ

て

補

正

問

問

。
凡
上
偶
語
|
肢
に
代
へ
て

i

(

寓
葉
片
々
)

持

葉

集

巻

十

一

の

げ

高

葉

集

綿

棒

第

六

巻

同

府

梅

花

宴

九

大

岡

文

感

曾

々

誌

H

A
聖
護
蔵
本
央
ご
い
の
字
音
貼
文
聞
学
研
究
お

A
出
品
護
蔵
本

a

e

の
古
貼
に
つ
い
て

安

藤

教

一

還

祝

賀

記

念

文

寸口舌ロ

牧

昭
和
二
・
一

一一・一一

二
・
四

能

古

集
闘
係

目

二
・
問

二
・
七

二
・
八

一一・九、十

二
・
十

一一
• 
一
一
ニ
・
十五、六、

四
・
七
、
八
、
九、十一

O
此
口
女
の
訓

六
五

五
・
一

五
・
回
、
E

五
・
五

五
・
十
一

六
・
七

七
・
一

八七七七

一十六三

九
・
一

九
・
六

十
・
十

十一・一一一

+
一
・
七

+
一
・
八

+一一一・一一一

十
三
・
六

十五・一一

+
七
・
十



報

止
口
・

告

六
六

古
訓
語
最
小
致

斯
道
文
庫
報
H
3
¥
闘
語
叢
考
J

文

間

半

研

究

一

一

3
/所
牧

、

十八・一二

の
他
放
送
や
講
演
の
要
旨
の
は
割
愛
さ
せ
て
頂
い
た
。
乙
の
目
録
の
作
成

に
首
つ
て
は
令
息
和
男
民
の
御
協
力
を
得
た
こ
と
を
附
記
す
る
。

愛
国
百
人
一
首
と
九
州

+
八
・
六

60  
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八五:十

;橡;

:告 i

ム

金

一

讃

述

嘉

群

酌

契
沖
の
語
串

A
語
葉
雑
考

取
輿
口
白
布
私
考

ヨ一+・五

O
昭
和
一
一
一
十
七
年
度

前
鵠
操
告
の
と
お
り
、
十
月
二
十
七
日
(
士
)
か
ら
二
十
九
日
(
月
)
ま
で

熊
本
市
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
熊
本
友
子
大
事
で
の
研
究
護

表
曾
の
次
第
が
左
記
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

第
一
日
十
月
二
十
七
日
(
士
)
午
前
九
時
半
よ
り
正
午
ま
で

持
葉
集
に
お
け
る
構
文
法
と
訓
添
熊
本
女
子
大
事

高
葉
考
巻
七
以
下
に
見
ら
れ
る
本
文
批
評

宇
部
短
期
大
串

西

大

事

古
訓
雑
記

南
葉
集
と
古
訓
鮎

「
毛
無
乃
岳
」
の
訓

筑
紫
の
郎
女

高
葉
の
旅
九
州
時

閣

九

州

一千十・五

一一干・九

三
+
・
十

冊
一
・
一

冊一・一二

久

或
る
場
合
の
封
立
異
文

木河

下野

正頼

俊人

文

に
し
て
妻

家

井

上

寿

一

(
別
室
に
展
覧
の
作
品
を
め
ャ
っ
て
制
作
能
話
を
き
く
と
い
う
趣
向
)

第
二
日
十
月
三
十
八
日
(
日
)
午
前
九
時
半
よ
り
正
午
ま
で

人
麻
呂
の
歌
枕
に
つ
い
て熊
本
市
立
商
業
高
校

轡
男
子
名
古
日
歌
三
首
の
用
字
法
に
つ
い
て

京

都

女

子

大

串

巻
九
の
一
七
一
一
五
の
左
注
の
範
囲
に
つ
い
て

日

本

大

事

「
あ
ら
た
ま
の
」
の
原
義
|
肯
代
思
惟
の
間
宮

和

洋

友

子

大

串

九
州
菌
葉
歌
枕
を

O 

寄
附!…:

告!

に
お
い
て
卦
音
ぞ
お
停
へ
し
た
、
本
皐
曾
顧
問
春
日
政
治
博
士
の

御
遺
族
(
嗣
子
春
日
和
男
氏
)
よ
り
、
忌
明
け
の
供
養
代
り
に
と
て
、
首
皐

曾
宛
金
三
高
園
也
御
寄
附
い
た
だ
い
た
。
そ
乙
で
、
お
申
越
し
の
御
趣
旨

に
従
ひ
、
即
日
全
額
を
皐
曾
運
営
基
金
に
加
へ
さ
せ
て
い
た
ピ
い
た
。

別
掲
の
故
春
日
政
治
博
士
の
論
文
目
録
は
、
大
著
「
同
大
寺
本
金
光
明
最
勝

壬
続
古
黙
の
園
語
事
的
研
究
し
を
は
じ
め
、
訓
貼
語
方
面
に
す
「
れ
た
功
績

を
蔑
さ
れ
た
博
士
の
、
高
葉
に
闘
係
あ
る
論
考
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
乙

久

保

昭

仕
杭
J
H
H
A
 

市品

永

静

7お

ヌに
本キ;

淳

賀

古
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u
u
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(
昭
和
三
十
六
年
十
月
1
昭
和
三
十
七
年
三
月
)

上
代

文

誌

i喜言
葉

に

お

け

る

象

徴

北

住

前
向
葉
歌
人
の
惇
承
精
神

岡
田

高
葉
集
に
お
け
る
季
節
感
(
ユ
)

大
久
保

前
向
葉
の
地
方
歌
を

す
る
も
の

畑

敏

夫

松
之
助3員

J忠

雄

歌
と
物
語
(
中
)
!
詩
歌
の
源
流
と
生
成
の
跡
を
尋
ね
て
・
五
-

上

田

似
説
か
ら
の
出
費
|
蔦
葉
集
題
詞
の
問
題
l

久

米

高
葉
巻
一

年

夫

常

民

-
巻
二
勅
撰
説
に
謝
す
る
一
疑
問

後

藤

示Jj

雄

葉

の

ト
J 

歌

一語

伊

藤

露手

の

系

中

西

雄

略

御

製

の

惇

1/ 

園
文
皐
(
十
一
月
)

山
山，a1
 

柘

1/ 

枝

歌

文
語
研
究
却

近

江

朝

作

家

素

1/ 

博進

言
語
と

(
一
月
)

ぐ
ん
し
ょ

1

凶
話
国
文
(
十
二
月
)

岡
文
、，
，-、

大
〕
詑

上
代
文
曲
学
研
究
禽
曾
側
四
日

近
江
天
皇
を
思
ふ
歌
!
額
四
玉
、
天
智
天
皇
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
l

大

島

東
北
大
接

大

伯

皇

女

と

大

津

皇

子

塚

原

集
2 

持
統
天
皇
!
大
伯
皇
女
と
大
津
皇
子
会
一
)
|

圃
語
園
文
準

9

1/ 

「
隠
り
妻
」
護
想
の

美
夫
君
志

4

近

l
相
関
歌
に
お
け
る
隠
妻
登
想
様
式
と
叛

醐
肌
白
岩
手
諦
の
行
情
侍
統
に
お
け
る
意
味

l

葉

の

人

間

稲

垣

1/ 

初

期

高

渡

部

構

の

美

鈴雄

美
夫
君
ぷ

4

明
日
香
(
一
月
)

グ

(
三
月
)

潤

一

岡
一
諸
国
交
研
究
却

美
夫
君
ぷ

4

同
語
闘
す
へ
研
究
却

東

纂
論
か
ら
展
開
さ
れ
る
諸
問
題
と
そ
の
考
察

「
河
」
と
「
河
内
」
の
文
撃
i
古
代
交
壌
に
お
け
る
自
然
と
そ
の
形
象
|

~t 

f傑

葉
集
長
歌
形

回

遵

の

両日

葉

集

の

本
位
田

旋

頭

歌

高

景

物

小

F' 

谷

相p

潜

タE
トー'

松

田

歌

在

問

文
目

誌

忠

雄博
童
美

高

明

好

夫

文
幡
製
研
究
却

扇

畑

闘
語
研
究
〔
山
形
大
い
日

柿
本
人

の
爵
旅
歌
八
首
を
め
ぐ
っ
て

ハ
ハ
キ
ギ
(
十
月
)

古

川

究
〔
早
大
〕

M

人
麻
日
集
戯
書
「
開
木
代
」
に
つ
い
て

美
夫
君
志

4

井

手

富

夫

和

雄

!志

雄

貰

一歪

文
科
紀
要
〔
東
北
大
〕

8

ハ
ハ
キ
ギ
(
十
月
)

41 

」

¥

J

J
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誌

人
麻
呂
集
歌
に
見
え
る
「
士
口
恵
哉
」
「
早
敷
哉
」
に
つ
い
て

枕
調
を
通
し
て
み
た
る
人

森

旅
山
下
赤
1

高
市
黒
人
作
品
二
白
菜

l

筑

高
市
黒
人
作
中
の
「
襖
田
」
に
つ
い
て加

藤

111 
上

族
の
下
級
性

良
と
奈
良
朝

福

向

貧

窮

問

答

歌

成

立

考

酒

井

山
上
憶
良
の

子
名
古
日
歌
」

服
部

僚
良
「
思
子
等
歌
」
序
文
の
典

チi

村

憶
良
の
手
法
と

仙

窟

士口

永

久

t'l 

司

省

吾

静

雄顕

清

隆

賞
美
子

哲

夫登

高占

禁

「
筑
前
闘
志
賀
の
白
水
郎
の
歌
十
肖
」
考

池

Ifl 

~ 

"..町、

一
、--

~ 

~ 

(
凶
)

~ 

封
島
記
|
鳶
葉
集
享
受
の
問
題

l

中

l京

毅

勇

夫

高

橋

血

高

橋

麻

考

日

美
夫
君
志

4

竹
取
翁
」
は
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
作
品
か

久

米

文
胤
宇
語
挙
お

I 

山
」
の
停
承
過
程

横

升:

中
国
宅
守
小

そ
の
配
流
の
原
因
を
中
心
と
し
て
|

闘
文
副
学
研
究
部

上

回

家

諸

久

松

持

兄

と

美
夫
君
志

4

大
伴
家
持
と
藤
原
漬
成

知!

明

'，常

民博

敦

子一
』

¥
L

-/
・
/上

代
文
学
研
究
曾
曾
報
日

説
林
酒

東
北
大
場

集
2 

明
日
香
(
一
月
)

前
向
葉
集
巻
五
追
補
の
一
時
期
に
就
い
て
|
家
持
の
類
句
類
惣
用
字
の
街
か
ら
i

上
代
文
皐
研
究
合
同
合
同
制
限
叩

稲

岡

圃
語
岡
文
枝
叩

に
お
け
る
家
持
の
用
語
l
枕
詞
に
つ
い
て

l

能

勢

美
夫
君
志

4

枕

同

町

考

金

井

「
飛
鳥
」

首
同
葉
叫

苗
同
葉
M

の
枕
詞

零
」「
丸

降

」

は
ア
ラ
レ

7
リ
か
ア
ラ
レ
フ
ル
か

圃
文
聞
学

大
い
認

回

高
葉

「
か
り
ば
か
」

扇

角11

歌
と
評

雑
考

い
っ
ち
h
u
き
て
か
あ
が
わ
か
る
ら
む

(
十
月
)

~ 

(
卜
一
月
)

鍋

~ 

(十
一.
月
)

崎

一
夜
の
み
病
た
り
し
か
ら
に
考

ハ
ハ
キ
ギ
(
十
月
)

「
更
」

の

!原

考

今
井

;意

忠

雄

耕

二

ヰifi

賢

消

一
良

輔

，di 

雄

次

郎

暢

換

福
治
郎

国
文
目
白

1

文
塾
研
究
却

園
語
と
岡
文
曲
学
(
一
月
)

副
学
苑
(
一
月
)

国
語
と

語
文
研
究
日

美
夫
君
k

b

4

高
葉
H
U

準
(
一一
.
月
)

高

研
究

6

~ 



持.

葉

村

弟

世

考

宏

歌
と
評

(
一
二
月
)

及
び
防
人
飲
の
用
字
に
つ
い
て

歯
周
葉
集
に
お
け
る
「
黄
葉
」
l
二
一
八
八
二
二
八
九
の
解
縛
を
め
ぐ
っ
て

l

iJ< 

I~I 

安
里
能
許
等
其
等
に
つ
い
て

見

IL! 

多
麻
川
に
さ
ら
す
手
づ
く
り

山村

本す

東

歌

季

節

感

s:l 

原

と

鹿

島

の

寓

葉

遺

跡

下
tH 
内

A

の
訓
調
へ
一

t
一
二
)

一. 

• 

宅

前
向
葉
名
歌
講
話
(
一
五
二

t
七
)

沼

田

鴎A

葉

話

森

本

夜

達

彦

敬

一宏
悦

子
和
人清

椴

牛

治

吉

歯
肉
葉
研
究
史
誌
(
一
)
!
歌
終
標
式
か
ら
秋
萩
歌
巻
ま
で
l

被

谷

仙
畳
新
貼
歌
流
侍
の
一
形
態

慣

r~ 

ー「

人

-
芭
蕉
、
赤
人
・
蕪
村
」
稿

士
口

池

喚

の
歌
l
古
今
集
と
蔦
葉
集
l

佐

伯

連
歌
と
薗
葉
集
と
の

虎

雄

博

水

鳥

究
日
本
文
峨
日

前
向
葉
語
に
於
げ
る
一
白
川
節
接
頭
語
!
ま
・
み
・
や
・
ゆ
・
を

i

上
代
文
核
研
究
命
同
命
円
報
叩

洋
之
地

浩

梅

友

治

同
語
凶
交
研
究
却

美
夫
君
ぷ

4

グ

「
し
み
ら
」
と
「
す
が
ら
」
l
ヒ
ネ
モ
ユ
・
ヨ
モ
ス
ガ
ラ
の
意
味
l

~ 

阪

危

街
路
樹
(
二
月
)

「
具
フ
」
の
似
名
遣
を
め
ぐ
っ
て

西

宮

同
文
犠
(
一

t
一一.月)

葉

ま五
口仁『

}ザ

首

賀

-
噌
I
寸
γ
ト

富
士
(
十

t
一
二
月
)

!白
義

一
同t珂

「
き
」
及
び
「
け
り
」
の
用
法
|
高
葉
集
語
法
ノ
l
ト
|

白

路

yl 

ミ

の

形

を

め

ぐ

る

問

題

本

争
大
岡
文

5

一
フも

高
集
4

~ 高
葉
集
研
究

6

闘
文
曲
学
研
究
部

前
向
葉
m
M

所
謂
形
容
詞
カ
リ
活
用
及
ぴ
打
消
の
助
動
詞
ザ
り
に
つ
い
て

高
葉
H
H

ー
侍
に
蔦
葉
集
に
お
け
る
義
訓
す
べ
き
不
安
・

不
透
・
不
近
・
不
感
・
不
有
を
め
ぐ
っ
て

i

ハ
ハ
キ
ギ
(
十
月
)

日
本
文
曜
研
究

1

山
代
歌
謡
に
お
け
る
象
徴
味

五3

，l二』、

歌

渡

部

係
l
民
葉
的
議
想
に
つ
い
て
の
調
査
l

津

岡

本

覧

と

高

葉

佐

藤

複
合
名

と
そ
の
意
味
閥
係
1

高
菜
と
源
氏
の
用
例
に
つ
い
て
|

「
わ
ざ
う
に
」
費
え
書
l
中
関
史
書
の
童
謡
を
中
心
に
|

閥

t
3
 

縦
割
引
す
白

文
目
録

彦

一
泰

道

一

雄

IirC 

上
代
歌
謡
白
川

の
諸
問
題

メL
-， 

井

究
日
本
文
準
日

上
代
文
弔
研
究
命
円
台
刷

mm

片

歌

問

答

の

二

い

ろ

田

中

山
口
大
間
学
文
桜
台
誌

2

円

谷

H
U
J
w
h
u
F
 

H
H
白山久

憲

之

手u
雄

通

郎

貞高

明

~ 闘
い
丸
町
学
(
十
J

川
)

美
夫
君
点

4

剛
山
学
院
雑
誌
(
二
、

月

上
代
文
挙
研
究
命
同
命
間
報
凶

同
文
桜
研
究
お

U
¥
'
U
 

コノ

J
a
ノ



雑
誌
論
文
目
録

U
4
熊
王
物
語
の
「
熊
之

」
の
歌

山
川
路

日
仏
'
口
同
↓

v
h
H

5

h

U
仁
凸
封

古
代
侍
承
の
反
覆
性
|
上
代
人
の
思
惟
の
し
か
た
l

森
田

出
hu
女(一一
)
l佐
用
比
育
侍
説
を
め
ぐ
っ
て

l
士
口

井
康
之
助巌

じ
O 

凶
す
へ
町
内
「
研
究
部

古
事
記
の
現
代
的
意

舟

里子

;司

世
界
文
壌
と
し
て
の
市
事
記

小

島

憲

之

rTi 

記
の
成
立
に
つ
い
て
l
書
紀
の
訓
注
と
の
関
係
か
ら
|

林
6 

手i二

信

男

高
葉
山
悩

十
円
一
事
記
の

に
闘
す
る
一
考
察
!
動
詞
連
織
の
表
現
|

太

田

議
口
麿

垂
仁
紀
ハ
シ
タ
テ
の
諺
の
性
格
|
上
古
の
諺
研
究
へ
の
小
径
l

E

，.，
 4プ

別

天

神

の

訓

と

義

安

津

一
刑
の
「
性
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

中

島

水
縛
生
の
文
聞
学
費
想

石

黄

泉

行

紳

話

の

形

成

菅

野

天

日夜

御

魂

榊

考

松

天
岩
一
円
一
脚
話
の

魂
祭
的
要
素

柳

井

土
代
古
典
と
和
布
刈
一
脚

秋

津

考

島

機

上

代

人

の

魂

柳
井

紳
話
停
説
に
お
け
る
象
徴
性

日
田

手目リ井

至

素

彦

悦

次墜

雅

雄健

己
酉
朔

正

元1椅

己
西
朔

甚
五
郎

古
事
記
と
後
宮
の
停
承
1

稗
田
阿
稽
'
交
性
論
再
考
序
説
i

一
ニ
谷

事

言己

グ1-

の

世

高
木

5経

一

市
之
助

国
語
同
文
(
十
¥
月
)

ー
」
山
田

H
E

--一一、見守叶

伊
勢
三

研

究

史

朽正
搾

の

国
間
学
院
雑
誌
(
卜
月
)

十
門
事
記
と
近
代
文
型

[

-

f
一

I
l

-
-
!
 
清

彦

~ 

神
田
阿

の
性
別
に
つ
い
て

西

田

長

男

~ ~ ~ 4ング~ ~ 

漢
文
の
語
法
上
か
ら
見
た
古
事
記
|
返
論
文
字
を
中
心
と
し
て
|

~ ~ 

メL

111 

和

雄

~ 

古
事
記
研
究
の
手
引
き

敬

信

i十i

村

グ

古

事

記

男

表

一

考

序

|尚

~ 

干卑

~ 

7
B
J
 

「
L
IF
 

回

~ 

古
事
記
四
聾
注
記
私
見

茂

治

桜

井

高

古
事
記
の
四
聾
注
記
私
見

グ

集
研
究

6

園
文
型
(
十
一
月
)

太
朝
臣
安
高
侶
の
署
名
と
唐
の
告
身筏

勲

院
雑
誌
(
十
月
)

古
代
蝦
夷
観
念
に
つ
い
て
の
一
考
察

-
特
に
日
本
書
紀
蝦
夷
性
格
描
篤
史
料
の
検
討
を
通
し
て
|

民

家

和

典

国
文
準
(
一
一
月
)

~ ~ 凶
文
聞
学
研
究
お

凶
語
と

凶
聞
学
院

言
語
と
文

文
事
(
一
月
)

誌
(
二
、
ニ
月
)

(
一
月
)

研
究

東
北
大
築

集
2 



記
紀
風
土
記

異
記
の
牛
と
蹄
化
人
(
上
)
(
下
)

柿

田

秀

夫

風
土
却
に
お
け
る
地
名
説
の
種
別
と
展
開

常
陸

土
出
費
書

〆'、、

一一、-〆

永

-
『，
JI
 

勇

大
久
保

E民

日
本
滋
異
記
に
お
け
る
〈
殺
生
戒
〉
と
そ
の
背

j¥、

木

事空

書一計

・
志
向
木
佳
子
氏
「
日
本
古
代
文

に
お
け
る

み
さ
を

書
評
・
久
米
常
民
氏
著
「
菌
葉
集
の
諦
詠
歌
」

出
伊
界
展
望
・
上

f-t 

展
望
・
上

{'¥; 

得L

文

岡

部

政

裕

語
と
闘
文
原
(
二
、
士
一月
)

賀

古

明

グ

(
二
月
)

荻

原

浅

見

ヒ
代
文
副
学
研
究
禽
曾
報
日

紀
要
(
愛
知
女
子
大
}
ロ

愛
』τ?閑

語
と
同
文
感
(
十
一
月
)

グ

(一
二
月
)

解
糟
と
鑑
賞
(
一口
、
二
月
)

文
字
・
日
出
同
事
氾

j

J

i

J

;
 

一
、
投
稿
資
格
は
曾
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
高
葉
に
闘
す
る
各
分
野
の
研
究
論
文
。

一
、
分
量
、
表
記
法
に
制
限
ぞ
設
け
な
い
。
た
だ
し
、

間
を
添
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

一
、
採
否
は
編
輯
委
員
品
に
お
い
て
決
定
す
る
。

し
て
返
却
し
な
い
。

投

定

別
に
八
百
字
以
内
の
要

ま
た
、

稿
は
原
則
と

間

希

回

私
記

A
5
判

九
六
頁

頒
慣
四
五

O

奈
良
朝
末
期
の
書
寓
に
か
か
る

F
A
H

司
u
一

キ
」
晶
、
-
↓h
f
i
w

ヰ

4
吉
ロ
」

t
v

固
さ五
"口

要
な
位
置
を
占
め
る
資
料
で
あ
る
。

お
び
た
だ
し
い
高

K. 

葉
仮
名
の
和
訓
波
び
に
字
音
注
を
含
み
、

K
代
語
、
上
代
字
音
、
高

名
の
研
究
に
触
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
故
岡
田
希
雄
氏
は

仮

に
牧
め
ら

れ
た
全
語
嚢
を
抽
き
出
し
、
考
設
し
、
索
引
を
加
え
た
勢
作
「
新
課
華
ω

純
音
義
私
記
倭
訓
虫
」
を
「
園
諸
岡
文
」
十
一
巻
三
暁
に
礎
表
さ
れ
た
。

精
撤
周
到
を

め
た
乙
の

「
倭
訓
放
」
は
今
日
も
な
お

く
評
慣
さ
れ
て

ゐ
る
が
、
昭
和
十
六
年
三
月
と
い
う

3r時
の
悪
か
っ
た
首
時
の
こ
と

ゆ
え
、
部
数
も
少
く
、
入
手
は
ま
ず
不
可
能
に
近
い
。
乙
の
た
び
再
版
を

望
h
u
聾
に
臆
え
て
京
都
大
串
同
文

合
同
か
ら
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
よ
っ
て

の
慶
事
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
御
希
望
の
向
は

再
刊
さ
れ
た
こ
と
は

司
じ
コ
U
生
4
h

，
}
+
」
晶

子
ム
ヨ
ロ
ゴ
d
今

t
p
t

部
宛
に
注
文
頂
き
た
い
。

京
都
市
左
京
匝
吉
田
本
町

園

究

車

内

京
都
大
串
文
事
部

京

大

女

な
お
、
前
金
勺
申
し
込
み
の
万
に
は
、
送
料
を
負
措
い
た
し
ま
す
。

七

一



O
前
蹴
・
本
瞬
の
激
告
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
年

度
の
寓
葉
懇
命
聞
は
、
熊
本
女
子
大
撃
を
中
心
に
、
い

よ
い
よ
本
月
廿
七
日
か
ら
一
一
一
日
間
に
わ
た
っ
て
行
な

わ
れ
る
。
肥
後
路
・
薩
摩
路
の
人
情
・
風
光
は
、
型

合
同
の
諸
行
事
と
あ
い
ま
っ
て
、
い
や
が
う
え
に
も
古

代
へ
の
情
熱
を
か
き
た
て
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
多

数
の
高
薬
愛
好
者
各
位
と
語
り
合
え
る
日
が
近
い
。

心
躍
る
。

O
六
六
ペ
ー
ジ
「
報
告
」
の
ご
と
く
、
創
刊
常
時
の

文
部
省
の
助
成
金
に
も
匹
敵
す
る
、
異
例
の
大
口
御

寄
附
が
あ
っ
た
。
伺
等
か
の
か
た
ち
で
故
人
の
感
恩

に
お
報
い
し
た
い
と
思
い
企
査
し
た
の
が
、
六
五
ペ

ー
ジ
以
下
の
「
論
文
目
録
」
で
あ
る
。
諸
賢
に
存
分

の
御
活
用
願
え
れ
ば
、
こ
れ
に
鴻
ぐ
る
は
な
い
。
な

お
、
こ
の
「
目
録
」
は
、
春
日
和
男
氏
に
御
助
言
を

顕
い
、
木
下
正
俊
民
に
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
。
附

氏
に
謝
意
を
表
す
る
。

O
本
誌
へ
の
「
投
稿
規
定
」
は
別
掲
の
と
お
り
で
あ

る
。
し
か
し
、
最
近
の
印
刷
事
情
(
熟
練
技
術
者
求

人
難
、
工
賃
な
ら
び
に
諸
物
債
の
騰
貴
等
)
か
ら
、

な
お
左
の
諸
恥
に
つ
い
て
投
稿
者
各
位
に
御
協
力
・

山
諒
解
を
得
た
い
と
思
う
。

一
、
封
象
を
「
上
代
」
と
す
る
こ
と
の
宿
命
で
は
あ

る
が
、
特
殊
な
作
字
を
要
す
る
原
文
の
引
用
は
必

f愛

要
最
少
限
に
と
ど
め
る
。
背
開
業
歌
の
引
用
に
つ
い

て
も
、
な
る
べ
く
訓
み
下
だ
し
文
に
し
、
訓
話
等

に
問
題
の
あ
る
場
合
に
限
っ
て
原
文
を
用
い
、
必

要
以
上
の
ル
ビ
を
使
用
し
な
い
。

一
、
問
表
・
闘
版
、
そ
の
他
特
殊
組
み
(
行
閣
の
「

注
」
呑
蹴
表
示
な
ど
の
簡
閥
単
に
み
え
る
も
の
も
乙

れ
に
入
る
)
に
つ
い
て
は
、
組
版
の
手
数
の
節
約

と
と
も
に
、
そ
の
表
示
敷
果
に
つ
い
て
工
夫
す
る
。

一
、
校
正
中
、
挿
入
・
削
除
・
前
後
入
れ
か
え
・
字

句
訂
正
等
、
は
な
は
だ
し
い
組
み
替
え
と
な
る
よ

う
な
こ
と
を
、
輯
委
員
命
闘
に
断
わ
り
な
く
行
な

「巳==ロ

わ
な
い
。

右
各
項
に
つ
い
て
最
少
限
度
や
む
を
得
な
い
と
認
め

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
副
学
曾
経
費
よ
り
負
指
す
る
。

た
だ
し
、
組
版
・
掲
載
に
要
す
る
費
用
を
投
稿
者
が

負
指
さ
れ
る
場
合
は
乙
の
限
り
で
な
い
。
遠
慮
な
く

編
樹
委
員
舎
に
お
申
出
い
た
だ
き
た
い
。
場
合
に
よ

っ
て
は
、
特
別
増
刊
蹴
・
車
行
書
と
し
て
の
刊
行
に

感
ず
る
用
意
が
あ
る
。

O
右
に
闘
し
て
、
な
お
本
誌
編
輯
・
刊
行
に
闘
す
る

希
望
や
提
案
(
た
と
え
ば
、

「
機
関
誌
の
紙
質
が
惑

い
と
、
ど
う
し
て
も
投
稿
を
手
控
え
た
く
な
る
か
ら

改
普
せ
よ
」
と
か
、
「
曾
員
の
著
作
刊
行
物
の
、
書
一
川

・
紹
介
・
康
告
の
便
宜
を
は
か
れ
」
な
ど
て
ま
た
、

感
禽
曾
則
に
見
え
る
各
種
の
催
し
・
業
の
類
に
つ

い
て
の
、
隔
意
の
な
い
お
申
一
し
を
迎
す
る
。
さ

七
二

っ
そ
く
、

な
る
べ
く
御

委
員
曾
に
お
い
て
検
討
し
、

期
待
に
添
い
得
る
よ
う
つ
と
め
た
い
。

O
編
輯
委
員
合
同
と
し
て
は
、
感
曾
顧
問
諸
先
生
に
順

次
御
寄
稿
願
う
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
合
同
員
諸
氏
も

こ
ぞ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
御
成
果
を
惜
し
み
な
く
寄
せ

ら
れ
ん
こ
と
を
。
い
か
に
短
く
と
も
遠
慮
な
く
お
寄

せ
い
た
だ
き
た
い
。
本
来
、
量
の
多
寡
は
質
と
は
か

か
わ
り
な
い
は
ず
の
も
の
で
あ
る
か
ら
。
諸
氏
の

硯
の
一
gAを
お
祈
り
す
る
。

0
ひ
さ
ぴ
さ
に
、
え
ら
く
相
託
を
な
ら
べ
た
よ
う
だ

が
、
乙
れ
も
、
ひ
と
え
に
命
闘
員
諸
賢
の
感
禽
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
附
難
を
克
服
し
て
、
よ
り
よ
く
遊
展
向
上

し
た
い
と
の
念
願
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
各
校
の

力
を
切
望
す
る
次
第
で
あ
る
。
(
紳

忍
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